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多発する地震。
なくならない工事中の火災事故。
断熱材の収縮や発泡圧によるECPの変形や損傷。
「スタイロフォームTM」スピードタック工法は内側断熱工法の
常識をくつがえします。

耐震性と安全性の両立。耐震性と安全性の両立。

「スタイロフォーム」スピードタック工法の特長

■層間変位追従性に優れた断熱構造
外壁材の幅に合わせた「スタイロフォーム｣の採用により、
ロッキング構法の特長である層間変位追従性を阻害しない
優れた断熱層が形成できます。

■優れた断熱性
吹付け硬質ウレタンフォーム（A 種 1H）と同等の熱伝導率
0.026W/（ｍ・K）をもつ「スタイロフォーム ST」をメイン
グレードに採用。
厚みを変えることなく優れた断熱性を発揮します。

■外壁材を傷めない
工場生産の「スタイロフォーム」を使用する「スピードタッ
ク工法」では、断熱施工時の発泡圧や施工後の収縮による
外壁材の変形や損傷が起こりません。

■安心の自己消火性
発売以来 60 年火災事故ゼロの「スタイロフォーム」は添加
された燃焼遅延剤により自己消火性を持ち、溶接火花などの
微小火源 では着火しづらい特性をもちます。 

■スピード施工
外壁幅に合わせた「スタイロフォーム」の規格化と各種役物 
パネルにより 80％以上のプレカット化を実現。現場での
加工作業を最小限にとどめます。 後は独自開発のツインノズル
を用い専用接着剤を塗布して壁面に 張付けるのみ、文字通り
のスピード施工を実現します。

■厚み検査不要
「スピードタック工法」で使用する「スタイロフォーム」は
JIS 製品のため、現場での厚み検査が不要で次工程への移行も
スムーズです。

■工期短縮
「スピードタック工法」は相番作業が可能ですので、現場の
工程管理も楽で工期短縮効果が期待できます。

■標準化され安定した施工品質
「スピードタック工法」はデュポン・スタイロ（株）の技術
講習を修了した工事店が施工を行う安心の施工体制です。



各種耐震試験による変形追従性の確認
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■火災時における安全性
火災時における安全性は、逃げる時間を確保できるかと燃焼生成ガスの有害無害によって大きく異なります。その意味では
燃焼対象物質の燃焼速度 ( いわゆる火の回り ) が比較的遅く、燃えても有毒な生成ガスが出ないものが望まれます。

《 JIS A9521 で規定された燃焼試験 》
①ろうそくを等速で着火限界指示
線まで水平に移動させ、5 秒間燃焼
する

②着火限界指示線に達したならば、
炎を手早く後退させ、その瞬間から
炎が消えるまでの時間を測定

《 溶接火花試験 》
①試験体上方で 30 秒間溶接火花を
発生させる

②溶接火花停止後に炎が消えること
を確認

■スタイロフォームの燃焼性
「スタイロフォーム」は、その組成のほとんどがポリスチレンであるため、炎を当てると燃えます。
ただし、燃焼遅延剤を添加していますので、微小火源では着火しにくくなっており、JIS A9521 で規定された燃焼試験 (3 秒以内
に炎が消えて、残じんがなく、かつ燃焼限界指示線を超えて燃焼しない）に合格します。

スタイロフォームの防火安全性について

■ECP 断熱層間変位追従試験
2009 年現アイカテック建材㈱と共同で ECP 断熱層間変位
追従試験を建材試験センターにて実施。1/200 ～ 1/50 までの
層間変位角において ECP 板および「スタイロフォーム」の
双方に形状変化、性状変化が無い事を確認。

■ALC 断熱層間変位追従試験
2020 年日本大学理工学部建築学科空間構造デザイン研究室と
共同でALC 断熱層間変位追従試験を実施。1/500～ 1/25 まで
の層間変位角において ALC 板および「スタイロフォーム」の
双方に形状変化、性状変化が無い事を確認。

評価項目

シアン化水素

爆燃現象（※1）

酸素指数（※2）

スタイロフォーム

発生なし

無し

26以上

吹付け硬質ウレタンフォーム

発生あり

有り

26未満

出典

自社測定データ
JIS K7217（1983）

建築防災（1978）

JIS K7201

火
災
時
の
安
全
性
に

係
る
項
目

※1：爆燃とは新興海陵運輸倉庫火災調査会において、通常の火災で経験するフラッシュオーバー現象やバックドラフト現象とは区別する為、”爆発的燃焼”又は爆燃（Deflagration)と呼ぶこととされ、
爆鳴および破壊は伴わないが、極めて爆発に近い非定常燃焼であったことから名付けられました。
※2：酸素指数は、材料を持続的に燃焼させるために必要な最低酸素濃度を示します。数値が大きい方が燃えにくい又は燃焼が継続しにくいと言えます。



スピードタック工法に用いるスタイロフォーム推奨厚み
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■地域別・構造別一般部の推奨断熱厚み ( 単位：mm) ※1

構造および
断熱部位

RC/SRC造

S造
(熱橋無し仕様)

構造および
断熱部位

－

0.56以上

0.15以上0.56未満

対象となる施工面および
施工面の熱抵抗

RC

ALC

ALCまたはECP

1・2地域(北海道) ※2 3地域(青森県・岩手県・秋田県) ※2 4～8地域(その他の都府県) ※2

熱抵抗
(m・K/W)

2.3

2.12

2.43

スタイロフォーム
ST

60

60

65

スタイロエースTM

-Ⅱ

65

60

70

熱抵抗
(m・K/W)

1.8

1.08

1.47

スタイロフォーム
ST

50

30

40

スタイロエースTM

-Ⅱ

55

35

45

熱抵抗
(m・K/W)

1.1

1.08

1.47

スタイロフォーム
ST

30

30

40

スタイロエースTM

-Ⅱ

35

35

45

※1：国土交通省告知266(平成28年1月29日) 1(2)ロ(イ)および(ロ)断熱材の熱抵抗の基準による。
※2：地域区分は市町村で区分されています。区分は、http：//house.lowenergy.jp/program の入力補助ツール・補足資料の基本情報で確認できます。

スタイロフォームの物性表と製品サイズ

※1：物性値はJISに基づいた標準値です。　※2：燃焼性は、３秒以内に炎が消えて、残じんがなく、かつ燃焼限界指示線を超えて燃焼しない。
※3：酸素指数は、材料を持続的に燃焼させるために必要な最低酸素濃度を示します。26未満は消防法の取り扱いにより指定可燃物となります。

■スタイロフォームの物性表
項   目

単   位

熱伝導率 圧縮強さ 曲げ強さ 燃焼性 透湿係数
(厚さ25mmの場合) 吸水量

W/(m・K) ng/（m2・s・Pa）N/cm2 g/100cm2

JIS A 9521 JIS A 9521 JIS A 9521 JIS A 9521 JIS A 9521試験法 ※1

0.026以下 20以上 25以上 合格 145以下 0.01以下

N/cm2

JIS A 9521

※2

スタイロフォームST
（XPS 3bB  スキン層なし）

酸素指数

JIS K 7201

26以上

※3

スタイロエースTM-Ⅱ
（XPS 3bA  スキン層なし） 0.028以下 20以上 25以上 合格 145以下 0.01以下 26以上

■スタイロフォームの製品サイズ ( 単位：mm)

※：スピードタックに使用する壁パネルや各種役物加工品はすべて受注生産品となります。納期についてはあらかじめ
弊社営業担当までご確認ください。

厚さ

25・30・35・40・45・50・60・65

25・30・35・40・45・50・60・65

製品名

スタイロフォームST
（XPS 3bB  スキン層なし）

スタイロエースTM-Ⅱ
（XPS 3bA  スキン層なし）

長さ

1,820 

働き幅

600

900

スピードタック工法に用いる専用接着剤（ツインコーク）と施工用副資材

《特長》
・湿気硬化型の弾性接着剤です。
（指触乾燥時間：60 分）
・大容量 760ml 入り。

■ツインコーク TM（変成シリコーン系接着剤）

《接着強さ》

※JIS A 5547（発泡プラスチック保温板用接着剤）に適合
※使用温度は＋5℃以上とし、冬季および寒冷地ではとくに注意してください。

接着面 接着強さ(N/mm2) 計測温度 JIS A 5547規格値
ALC 夏季常温

鉄（塗装あり） 夏季常温

モルタル
0.6 23℃ ≧0.2
0.4 50℃ ≧0.2
0.5 5℃ ≧0.2

0.3
0.3

（≧0.2）
（≧0.2）

《特長》
・「スタイロフォーム」の端部にガイド
を当てて吐出するだけで、概ね
5mm×5mm 程度の接着剤を均一な
間隔で二重に塗布することが可能
です。

■ツインノズル ( 特許出願中 )
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パネル種別 (単位：mm)　※：｢スタイロフォームST」は特殊グレードですので在庫の有無については弊社営業担当までお問い合わせください。
■標準パネル（ECP、ALC、RC天井断熱補強部に推奨）
４辺とも加工はありません。
厚さ          25・30・35・40・45・50・60・65      働き幅      600・900

長さ          1,820

長さ

働
き
幅

外壁ECP

壁：スタイロフォーム

Lアングルカバー垂直

外壁ECP

壁：スタイロフォーム

Ｌアングルカバー水平

外壁：ALC

壁：スタイロフォーム

Zカバー

■Lアングルカバー水平 (ECP開口補強アングル水平部分に使用 )
Ｌ-65に対応しています。

長さ          910
長さ

働
き
幅

厚さ          75                                                     働き幅      165

■Lアングルカバー垂直 (ECP開口補強アングル垂直部分に使用 )
Ｌ-65、75、90に対応しています。

長さ          1,820
長さ

働
き
幅

厚さ          90                                                     働き幅      75・85・100

■LアングルカバーALC( 開口補強アングル部分に使用 )
短冊状の｢スタイロフォーム」です。

長さ          1,820

長さ

働
き
幅

厚さ          25・30・35・40・45・50・60・65      働き幅      65・75・90

■Ｚカバー ( 取付金具廻りに使用 )
壁パネルとの嵌合部分にアイジャクリ加工が施されています。

長さ          180

長
さ

働き幅

厚さ          25・30・35・40・45・50・60・65      働き幅      600・900

※：厚さ 25mm、30mmにはアイジャクリ加工はありません。
※：上記の寸法以外にも製作が可能です。詳しくは弊社営業担当までお問い合わせください。

役物加工品のバリエーション(単位：mm)

LアングルカバーALC

外壁：ALC

壁：スタイロフォーム

■本実パネル（RC壁、柱、梁部に推奨）
長辺に凹凸加工が施されています。
厚さ          25・30・35・40・45・50・60・65      働き幅      600・900

長さ          1,820
長さ

働
き
幅

ノンフロン簡易型発泡ウレタン
(バブルボンド)
またはスタイロフォーム
（状況に応じて使用)

※ECP・ALCにも使用可能です。
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施工順序と標準納まり図 

■押出成形セメント板（ECP）の場合

■Z カバー・基礎張り付け■壁張付け■Ｌアングル廻り張付け

【注意点 1】スピードタック工法では断熱工事の作業性および仕上がり精度に影響するため、耐火被覆の仕様によっては工程の調整が
必要となります。
・吹付け型耐火被覆：断熱工事先行　　・巻付け型耐火被覆：耐火被覆工事先行
【注意点 2】ロッキング構法の外壁に施工した｢スタイロフォーム」上に石膏ボードの接着工法（吉野石膏 GL 工法 ) を施工すると地震時に
石膏ボードの剥離脱落の危険性がありますので内装下地には LGS 工法をご採用ください。
RC の場合は石膏ボードの接着工法が施工可能ですが接着剤の塗布位置を増やす必要があります。詳しくはデュポン・スタイロ（株）の
営業担当までお問い合わせください。

壁パネル

耐火被覆（建築工事）

Zカバー

Ｌアングルカバー水平

Ｌアングルカバー垂直

基礎
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断面詳細図

平面詳細図

開口廻り詳細図

梁：H鋼

耐火被覆

壁：スタイロフォーム

外壁ECP：60t

壁：スタイロフォーム

壁：スタイロフォーム

柱：角柱

耐火被覆

外壁ECP：60t

外壁ECP：60t

壁：スタイロフォーム

Lアングルカバー垂直

外壁ECP：60t

壁：スタイロフォーム

Ｌアングルカバー水平

壁：スタイロフォーム

Zカバー 重ね張り
スタイロフォーム

60 35以上 60 30

ロックウール等

重ね張り仕様

ノンフロン簡易型発泡ウレタン
(バブルボンド)
またはスタイロフォーム
（状況に応じて使用)

ノンフロン簡易型発泡ウレタン
(バブルボンド)
またはスタイロフォーム
（状況に応じて使用)
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施工順序と標準納まり図

■ALC の場合

■Z カバー・基礎張り付け■壁張付け■Ｌアングル廻り張付け

壁パネル

耐火被覆（建築工事）

Ｌアングルカバー ALC

Z カバー

Zカバー

基礎

【注意点 1】スピードタック工法では断熱工事の作業性および仕上がり精度に影響するため、耐火被覆の仕様によっては工程の調整が
必要となります。
・吹付け型耐火被覆：断熱工事先行　　・巻付け型耐火被覆：耐火被覆工事先行
【注意点 2】ロッキング構法の外壁に施工した｢スタイロフォーム」上に石膏ボードの接着工法（吉野石膏 GL 工法 ) を施工すると地震時に
石膏ボードの剥離脱落の危険性がありますので内装下地には LGS 工法をご採用ください。
RC の場合は石膏ボードの接着工法が施工可能ですが接着剤の塗布位置を増やす必要があります。詳しくはデュポン・スタイロ（株）の
営業担当までお問い合わせください。
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壁：スタイロフォーム

梁：H鋼

耐火被覆

基礎：スタイロフォーム

外壁：ALC100t

壁：スタイロフォーム

壁：スタイロフォーム

外壁：ALC100t

耐火被覆

柱：角柱

壁：スタイロフォーム

壁：スタイロフォーム

壁：スタイロフォーム

LアングルカバーALC

外壁：ALC100t

外壁：ALC100t

ロックウール等

100 30以上

Zカバー

重ね張り
スタイロフォーム

100 25

断面詳細図

平面詳細図

開口廻り詳細図

重ね張り仕様

Zカバー
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施工順序と標準納まり図

・天井の吊りボルト（インサート）に取り
付けることにより、吊りボルト位置を「スタ
イロフォーム」張付け後に視認することが
可能となります。
・取り外し後の吊りボルト廻りの断熱補修は
不要。取り外さず、長ナットを介して吊り
ボルトに接続することが可能です。

■インサートフラッグ

■RCの場合

■壁張付け■梁・柱張付け■天井断熱補強張付け

RC の場合、張付け面の高さ、幅に応じて縦張り・横張りを選択可能です。また、石膏ボードの接着工法が施工可能ですが接着剤の塗布
位置を増やす必要があります。詳しくはデュポン・スタイロ（株）の営業担当までお問い合わせください。

壁パネル

天井断熱補強

インサートフラッグ

LSG用コマ付け
(別途工事 )

梁パネル

RC躯体に不陸がある場合は、長辺側のジョ
イント部に独自のテーパー本実加工 ( 凹凸
加工 ) が施されているパネルをご使用くだ
さい。
これにより、躯体の不陸を吸収するとともに
外部からの湿気の流入を最小限にとどめ
ます。

■躯体の不陸への対応

テーパー
本実加工
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■コマ付け部廻りの処理
梁底やサッシ廻りなどに LGS 取付け用の下地材として木レンガなどのコマ付けがある場合、｢スタイロフォーム」に切り欠きを
行ってください。

●下地材設置状況

下地材

●ツインコークの塗布

壁：スタイロフォーム

天井断熱補強：
スタイロフォーム

梁せい：
スタイロフォーム

梁底：
スタイロフォーム

壁：スタイロフォーム

柱：スタイロフォーム

壁貫通パイプ 屋内吸気口

内装材

壁：スタイロフォーム

開口廻り詳細図

壁：スタイロフォーム

壁：スタイロフォーム

平面詳細図 貫通廻り詳細図

断面詳細図

ノンフロン簡易型発泡ウレタン
(バブルボンド)
またはスタイロフォーム
（状況に応じて使用)

ノンフロン簡易型発泡ウレタン
(バブルボンド)
またはスタイロフォーム
（状況に応じて使用)
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お問い合せは

わかりやすい技術情報や最先端の研究成果を紹介！
閲覧には会員登録 ( 無料 ) が必要です 熱と環境 検　索検　索

ホームページ https://www.dupontstyro.co.jp/

デュポン TM、デュポンオーバルマーク、並びに TM、SM、及び  R  表示のあるすべての標章は、
米国デュポン社の関連会社の商標又は登録商標です。

Ｌアングルカバー ALC、Ｌアングルカバー垂直およびＬアン
グルカバー水平は、サッシ枠の取付け位置によってサッシ枠

簡易型発泡
ウレタン「バブルボンド｣を充填してください。

■バブルボンド ( 指定材料 : 桐井製作所製 )

《バブルボンドのお問い合わせ先》
株式会社桐井製作所
〒100-0011 東京都千代田区内幸町 1-1-1
帝国ホテルタワー 18F 
TEL：(03)3539-6000（代） 

《テクニカルデータ》 《接着強さ》

接着強さ（N/mm2）
測定条件：23℃
湿度：50％

鉄

接着面 接着性（N/mm2）

木材 0.074

モルタル 0.091

レンガ 0.087

アルミ 0.082

0.081

石膏ボード 0.085

ウレタンフォーム 0.077

主成分 ジフェニルメタンジイソシアネート

ガス DME、イソブタン、プロパン

内容量 750ml

吐出量 38ml

フォームカラー ピンク

吐出方式 専用ガン

吐出後の発泡倍率 20 ～ 50％

硬化後の密度 25 ～ 35㎏/m3

表面硬化時間（30min） 約10分

内部硬化時間（30min） 約60分

完全硬化時間（30min） 約24時間

熱伝導率 0.036w/m・k（EN12667）

せん断強度 45kPa (ISO1922)

フォーム耐熱温度 －40 ～ ＋90℃

使用環境温度 5 ～ 30℃

梱包入数 12本

鉄骨造における断熱範囲
平成 18 年 4 月に施行された省エネ改正以降、鉄骨造では建築基準法上や
構造上、完全な断熱が難しいことから、評価項目「外壁・窓を通しての
熱損失の防止」部分での但し書きとして「外壁全面積（窓面積を除く）の
70％以上の部分を断熱していれば有効とする」と緩和されています。
その理由としては梁・柱が耐火被覆仕様の場合、どうしても断熱材が施工
できない部分ができるからです。
スピードタック工法でもその部分は同様ですが、外壁材取付け

の断熱面積を確保しています。

▽梁天端

ALC t=100
耐火被覆

壁：スタイロフォーム

壁：スタイロフォーム

外壁：
ALC t=100

耐火被覆

壁：スタイロフォーム

外壁：

断
熱
欠
損
部
分

断
熱
欠
損
部
分


